
ヨシ原環境の
改善に向けて

地域伝統の復活 火入れ

２０１８．４．２１
岩木川下流ヨシ原の火入れ検討会

4月21日（土）岩木川下流の地域に伝わってきたヨシ原の火入れ
4.2haを100名の参加により中泊町若宮地区で行いました。
岩木川下流部には、広大なヨシ原（約400ha）があり、貴重な動

植物の生息・繁殖地となっています。
しかし、地域が伝統的に実施してきたヨシの刈り取りや火入れが

行われなくなり、ヤナギなどの侵入により、環境劣化が進行してお
り、環境改善と保持が喫緊の課題となっていました。
今回の火入れは、岩木川が改修100周年となることを契機に、地

域の団体や行政機関からなる「岩木川下流ヨシ原の火入れ検討会」
が、環境の保全のため、ヨシ原の火入れの復活に向け実験を行った
ものです。
この火入れは、地域の伝統行事（春の風物詩）の復活としても期

待されております。
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お問合せ先：国土交通省 青森河川国道事務所 〒０３０－０８２２ 青森市中央三丁目２０－３８
地域づくり相談室 TEL017-734-4529 FAX017-722-2577

ご意見は
こちらまで

（ホームページＵＲＬ）

http://www.thr.mlit.go.jp/aomori/river/topics/iwaki100th/index.html

ホームページを開設中です！

当ホームページでは１００周年記念事業に関連する
「各種イベント情報（パネル展）」や「岩木川の改修の
歴史」などの情報が、閲覧できます。
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